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新型コロナウイルス感染症拡大の影響は

４月７日に政府が「緊急事態宣言」を発表したことを受け、町は「八丈町新型

コロナウイルス感染症対策本部」を設置しました。住民と島外者に対して、不要

・不急の上京と来島の自粛への協力を呼びかけています。これより前から、温泉

をはじめとする町の施設の休館とイベントの中止・延期を決めています。また、

東京都は竹芝桟橋と八丈島空港で、検温サービス（非接触型）を行っています。

先の見えない闇に迷い込んだような状況から一日も早く抜け出すためには、私

たち一人一人の慎重な行動が求められています。

小中高校 始業式・入学式が規模を縮小して行われましたが、５月６日までの完全休校が決まりました。

保育園は開園していて、約９割の園児が登園しているそうです。子ども家庭支援センターも開かれています

が、利用者は減っているようです。学童保育も開始時間を早め、終了時間を延長して対応しています（土日は

除く）。これにともない、スタッフの人件費も平成31年度の補正予算で増額されました。

保健所・病院は 新型コロナ感染症の相談窓口は保健所になっています。町立八丈病院は、感染症対応

の陰圧入院室が２床、人工呼吸器が４台で、設備は十分ではありません。また、院内感染対策として「面会禁

止」を決めています。病院スタッフの疲労や負担が増えないよう、まずは私たちが密接、密閉、密集の３密を

避けることを心がけましょう。

観光・産業は 各種イベントが中止または延期になることにより、島の経済が受ける影響は計り知れま

せん。民宿やホテルのキャンセルが相次ぎ、タクシーやレンタカーの利用も激減しています。働く場を失って

生活に困窮する人への現金給付がどうなるのかも不透明です。議会としても、事業者への融資や休業補償、助

成などについてわかりやすい説明を求めると同時に、公平で早急な支援が届くよう、国や都にしっかり要望し

ていきます。（本文は4月15日までの情報をもとに書きました）

ホームページ アドレス http://sachiko8.sakura.ne.jp/ または「八丈動物病院」で検索

これまでに参加したイベント・会議など（2019年）

10／27 樫立会（樫立郷友会） （主婦会館プラザエフ）

10／28 自動運転試乗会 （観光協会前から八丈島空港まで）

11／11 牧野審議会 （商工会研修室）

11／12 島しょ町村議長会 （島しょ会館）

11／13 第63回町村議会議長全国大会 （NHKホール）

11／14 三宅会研修会 豊洲市場見学、長野県原村視察（人口対策）

11／16 八丈高校70周年記念式典 (八丈高校) 祝賀会 （リードパークリゾート）

11／18 給食センター運営協議会 （八丈町大会議室）

衛生的になったセリ場

（豊洲市場）
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野良ネコ対策の現状は？
私が議員になって最初に取り組んだテーマが野良ネコ対策でした。八丈は自然が豊

かで敷地が広いために、ネコをペットとして屋内で飼うよりも、庭で自由に生活させ

てエサを与えるだけの飼い方（？）が普通でした。その結果ネコは出産を繰り返し、

あっという間にネコ屋敷に・・・・という苦情が殺到。

2004年に会費制の「捨てネコをなくす会（以下ネコ会）」を立ち上げ、みんなで支えあう仕組みを作りまし

た。それでも資金不足は続きました。そこで、野良ネコ対策費として、町の補助金を要望しました。議員の中

には批判的な声もありましたが、協力してくれた議員のおかげで、ネコ会に対して年に30万円の補助金がおり

ることになりました。現在は40万円に増額されています。

ネコにエサあげちゃいけないの？
「最近、家に見知らぬネコが来るようになったので、エサをあげていたら子どもを産んで、いつの間にか5頭

になってしまった」という類の声は町にも動物病院にも寄せられます。法的には、動物にエサを与えたらその

動物の飼い主とみなされます。つまりその動物の一生に責任が生じることになります。

11／23 末吉地区住民総会 （末吉公民館）

11／26 議員と住民の懇談会 （商工会研修室）

11／28 5人の女性議員と連合婦人会の話し合い （三根公民館）

11／30 大賀郷駐在所 開所式（駐在所前） 祝賀会（大吉丸）

11／30 全国離島振興推進協議会 研修会 交流会（柳家荘）

12／1 高齢者演芸大会 （三根小学校体育館）

12／2 議会運営協議会 ノヤギ対策協議会

12／9～11 12月議会

12／15 立正佼成会 10周年記念 式典 祝賀会

12／17 町立八丈病院 ヒアリング（１）看護師の労働環境の実態調査

12／19 歴史民俗資料館 整備検討委員会 （役場会議室）

12／27 八丈町職員文化会 仕事納め （商工会研修室）

1／4 出初め式 （三原小中学校校庭）

1／5 成人式 （多目的ホール）

1／11 坂上鏡開き （三原小学校体育館）

1／13 坂下鏡開き 坂下合同武道会 （大賀郷公民館）

1／15 船主組合通常総会 (リードパークリゾート)

1／16 町立八丈病院 ヒアリング（２）

1／20～22 行政視察 和歌山県田辺市

2／18 東京都町村議長会 （アジュール竹芝）

2／26 議会運営委員会 その後、議員勉強会でタブレット使用方法研修

3／5 ノヤギ対策協議会

3／4～ 3月議会 （4、17、18、30日）

田辺市文化交流センター

１階にある図書館

建て替えられた大賀郷駐在所



（３）

ノヤギ駆除に終息宣言 2020年3月 ノヤギ対策協議会は解散へ

これまでの経過 かつて、食用・乳用や堆肥利用のために飼育されたヤギは、一部が野生化し

てノヤギとなり、牧草や農作物を食害するようになりました。そこで、八丈町では有識者（私も含め）や

猟友会の協力を得ながら、拡散防止網、捕獲、くくりワナなどによって島内のノヤギを駆除してきました。

同時に、町は「八丈町飼養ヤギの野生化防止に関する条例」を制定し、ヤギの飼養管理を徹底すること

に力を入れました。

ノヤギ「０（ゼロ）」に 平成20年から東京都の補助事業として「東京都島しょ農作物獣害

防止緊急対策事業」を本格的にスタートさせ、約12年かけてノヤギ「０」を成し遂げました。

日本初の偉業 農林水産省では、各地における鳥獣被害対策の優良な

事例、チャレンジングな事例をホームページに掲載しています。ここに、「ヤギ

の性質を活かした囲い込み戦略と町独自の条例でノヤギ「０」に」として八丈町

の取り組みが取り上げられています。獣害は全国各地で多発していますが、個体

数を０にできた例はなく、内外に誇れる偉業と言っていいと思います。

一方で、5年を経過してノヤギの捕獲数がほとんどなくなったにもかかわらず、

年間2000万円をかけて事業を継続したことに、議会からも一部批判の声があり

ました。しかし、町がていねいに説明し、あきらめずに続けたことが終息につながったと思っています。

6

6ヶ月で妊娠します
ネコは生後６ヶ月で妊娠します。まだ子ネコだと思っていても立派に出産できます。一度に平均４～５頭産

みますし、年に2度以上の発情期がありますので、あっという間に大所帯になってしまうのです。

不妊手術はいくらかかるの？ 無料でできる？
飼いネコの場合、正規の料金はメスでは18,900円、オスでは9,450円です（八丈）。「ネコ会」というボラ

ンティア団体に対する八丈町の補助金、年40万円で約29頭が無料で不妊手術を受けられます。どのネコを無

料にするかはいろいろな事情を考慮してネコ会が決めています。

安くできる？
しかし、野良ネコはこれ以上に生息していますから、ネコ会では会員を募り、

会費（年会費500円）と寄付で、町の補助金では足りなかったネコの手術料を、

独自に補助しています。ネコ会の補助（動物病院の割引を加えて）を受けると、

メス10,500円、オス5,250円で手術することができます。

なぜ耳を切るの？
不妊手術がされている印です。遠くから見ても手術をしてあることがわかりま

す。家に居つくようになったネコの耳が切れているのを見て、エサをあげるよう

になった人もたくさんいます。ネコも人も安心です。メスは右耳、オスは左耳を

切っています。日本で、そして世界で共通のマークになっています。
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ぎりぎりまで一部

縮小して実施する

はずだったフリージアまつりも、実行委員会で話し合

った結果、中止となりました。ひとけの全くない八形

山には、ここ数年でもっとも美しく開花したフリージ

アが香っていました。人がいてこそのイベント、イベ

ントあってこその人の喜びなのだと思います。イベン

トの中止が続いたため、定例会などをのぞいて議長と

しての出番もなくなり、しばらくはお休みです。

編 集 後 記

情け島、ここにあり
明治25年（1892）に起きた漁船遭難事故をご存じ

でしょうか。和歌山のサンマ漁船が台風のため遭難し

た際、八丈島民が200人を超える漁民を救い、和歌山

に帰るまでの１ヶ月以上にわたり生活の面倒をみたと

いう歴史があります。

2018年10月に、遺族の子孫を含めた田辺市の有志

の皆さんが、その時のお礼をしたいと八丈島に来島さ

れ、感謝の碑を建てました。碑を建てる費用もすべて「感謝の碑を建てる会」の皆さんの負担でした。碑は、

八重根東海汽船待合所の海側にあります。

八丈からもお礼の気持ちを伝えようと、今年の1月末に議員の行政視察で

田辺市を訪ねました。当時遭難して亡くなられた方も多かったそうで、その

慰霊碑がある市内の龍泉寺で花を手向け、墓参をしてきました。

感謝の碑の話が地元の新聞に載り、田辺市の小池泰（こいけやすし）さん

は海難事故の話をもとに紙芝居「なさけの島をわすれるな！」を作りました。

これが田辺市の小学校で披露されることになり、私たち議員6人も参加す

る機会に恵まれました。紙芝居の絵も語りも見事で、5年生42人はみなシー

ンと聞き入っていました。これを機に、八丈と交流が進むよう、町も積極的

に動いてほしいと思っています。情け島の八丈、面目躍如でした。

この紙芝居が教育委員会の尽力により八丈島にやってきました。2月4日、

大賀郷小学校の全校児童がこの迫力満点の紙芝居を見ました。三根小学校や

三原小学校の生徒にもいつか見せてあげたいと思っています。


